
O 2050年度頃までに相当規模の再
処理施設が必要。

第二再処理施設

クルの選択肢確保のため
h 将来の高速増殖炉サイク
ため、第二再処理を含
ヴルを確立することが必

プルトニウム取扱い技術、
術安線量していくために

く第二再処理も必
歪蓋ι

ト戸し‘六ヶ所事互肌理肺脅のI事
止措置;l;，z，ぃl土車正周が必専門

第二再処理を含む軽水炉サイクルを確立
することが必要。

MOX燃料製造施設

六ヶ所再処理施設の稼働後、早
O急lこ120トン/年程度の規模の
MOX燃料製造施設が必要。
また、 2050年度頃までに相当規
O模のMOX燃料製造施設が必
要。

至霊
MOX燃料加工を含む軽水炉サイクルを
確立することが必要。

中間貯蔵施設
(5000トン規模)

2050年度頃までに順次3-6か
所が必要。 全量再処理が前提
Oとなっていることから、 「中
間」貯蔵施設としての位置付け
が明確になっている。
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TRU廃棄物

でにガラス固化体の処分場
また、 TRU廃棄物の処分場が

政策変更に伴う課題
現行政策であることから、政策
O変更に伴う課題はない。

は変更が無いことから、政策
課題はない。

ことから、政



選択肢の確保
(柔軟性)

O現在の技術革新イ、
技術、知識へ.-7.)
処理を行うことにつL
理解が維持されることから、
な状況変化に対応が可能である。
原子力発電の規模が大幅に縮小
Oする場合に原子力政策を変更し
対応するには時聞を要する。(※)

』ついても平行して研究を進め
、選択肢として残しておくこと
る)



安全の確保

技術的成立性

資源節約性及び供給安定性
(エネルギセキュリ
ティ)

環境適合性
{循環型社会との適合性}

資Z衰の有効活用性
{リサイクル)

安全確保の観点においてシナリ
オ聞の差が生じる可能性はほと
んどないと考えてよい. ，来}

新奥国のエネルギー開
発が加速、需要が増加
・エネルギー資源価絡の
高騰‘資源健保の磁争滋

イ乙

(変化なし)

中間貯蔵施設の安全

再処理による資謙節約怯及び供給安定住に関するメリットは小さ〈なる.
(設備容量68GW)通り建股が進んだ鳩合の段備容量との袋分'6a司10=58右目的の発電電力量を会量天然ガス火力で代笹した場合.
輸入量は約1.7倍となる.
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誠原平力の場合‘仮に政策経費や事放コストが同じだけ必要であれば、発電コストは割高となる，
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年数40年
コスト臨小委緑告書家 |?215君、委報告書官5円ん附何記サ

事故コストが顕在化

。現在のウラJ価格の水準の下
ーーでは直権処分した方が再処理す
るよりも必鯵科サイクルコスト
〈注発電コスト全体の2-'割
の節分}は約0.5句 0.7同
/取肺低い.
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化できるもの【六ヶ所再処理工.. 
関連及び代替火力関連の費用)を
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原子力発電コスト

( 



うち核燃制サイクルコス
ト

約1.6門/kWh
{割引率2%)

SF発生霊想定
(段備利用率70%)
六ケ所分2.9万本
白地分0万本

1.00-1.02門/kWh(割引率3%)

政策変更コスト 六ヶ所持処理工場の建録
の進展

経済産業への影響 *新規追加項目

約2.6~包円相当の国

国際貢献

キ新規追加項目 原子力発電所新伎がないので、メ カ の原子力人材の層が薄〈なるなど、プラントに限らず原子力銭術の維持が困雌となることが考えられる.

続不鉱敵性

後術カ維持

発電所の安全技術節度化は聞で差異が生じるのではないか。

*新規追加項目

‘国際貢献.F田開発取りやめ、あるいは遅れが想定されることから.国際貢献に支障

海外の動向 スン
ア
ラ
シ
固

フ
ロ
中。。。

社会受容性
(立地困難性}

第二再処理施段 20印年度頃までに相
処浬錨股が必要.

タルを確立

クルを
MOX俗料製造施銭 主量
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中間貯蔵総霞
(5000トン規筏}

処分場

政策変更に伴う課題

選択肢の確保
(柔軟性)

現行政策であることから.
変更に伴う課題はない.

約1万トン 約1万トン

とから.

約1万トン

ガラス固化体の処分場
TRU廃棄物の処分渇が

とから、政




